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工場見学の新潮流！
「ＪＡＬリモート工場見学」を開催

電力を守る電力マンの仕事ぶりを授業

ＪＡＬでは、「空を通じて未来を考える」をテーマに、将来を担
う次世代へ「空」の素晴らしさに触れることで、新たな発見やさ
らなる学びを得て「未来」を考える機会を提供する「空育」に取り
組んでいる。

現在、新型コロナウイルス感染拡大防止のために休止している
「ＪＡＬ工場見学～ SKY MUSEUM 〜」の代わりに、オンライン会
議システムを利用した「ＪＡＬリモート工場見学」を2020年11
月より開催している。このプログラムは、飛行機の大きさや飛
ぶ原理、仕組みなどを動画やスライドを見ながら学ぶことがで
きるオンライン体験型学習である。「航空教室」「展示エリア紹介」「格納庫と飛行機の説明」「質問コーナー」で
構成され、クイズを交えるなど、子どもが興味深く学べる工夫をするとともに、チャットで受け付けた質問
にも答える双方向のコミュニケーションを実現している。格納庫では整備中の飛行機を間近で見上げている
ような迫力ある録画映像を配信し、リアルさも追求。飛行機を間近で見たいという参加者の要望に応えてい
る。これまで遠方などの理由により直接参加が難しかった方も、手軽に工場見学を疑似体験できる。

開催は火、水、木、金、土曜日の週５日、午前11時と午後３時開始の２部制。各回200名先着順で、参
加費は無料。
※詳細は下記ホームページで確認
　ＪＡＬ工場見学ＨＰ（https://www.jal.co.jp/kengaku/）　� k

（国内広報部主任研究員　米山由起子）

経済広報センターが後援する「第12回エネルギー教
育模擬授業全国大会」が１月17日、オンライン会議ア
プリのZoomを活用して開催され、全国９ブロックから
選ばれた小学校の教員が模擬授業を披露した。当日は、
全国から600名を超える教員が視聴した。

最優秀賞は、福井県若狭町立明倫小学校の森本和馬
教諭。「電気を守る電力マンの仕事ぶり」がテーマだっ
た。日本の停電時間が世界的に見て短いこと。電気は
送電線を通じて家庭まできていること。まず、こうした事実を押さえた上で、山中の高い場所でアクロバッ
トのように送電線を保守する電力マンの写真や、現場の人たちの使命感にあふれる声を伝えた。また、実物
の配電線や送電線を提示して、参加者の興味を引き出した。電力会社で働く人たちの仕事の重要性を訴える
授業が第一位となった。

優秀賞は、バイオマスを扱った奈良県私立天理小学校の鈴木雅人教諭。実験優秀賞は、自然エネルギーを
テーマとした岡山県倉敷市の教諭。審査員特別賞は、カーボンリサイクルをテーマとした青森県八戸市の教
諭だった。

このほか、水力発電、電力システム、再生可能エネルギーなど模擬授業の内容は多岐にわたった。� k
（常務理事・国内広報部長　佐桑　徹）

広報の最終的なゴールは、「ステークホルダーや社会との信頼関係を構築すること」、それにより、「より良
い経営環境を構築すること」である。2020年の新型コロナウイルス感染拡大により経営環境は大きく様変わ
りし、ステークホルダーの価値観も時代とともに変化・多様化しつつある。この
ように世の中が激変する時代だからこそ、企業はより良い経営環境をつくり上げ
るために、ステークホルダーの価値観の変化をタイムリーに読み解きながら、自
社の社会価値を届ける、「価値づくり」広報を永続的に行っていく必要がある。

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の時代、メディア・報道機関のデジ
タル化が拡張し、社会に流通する情報量は爆発的に増加し続けている。こうした
情報過多の時代に「情報発信力」に偏った「話題づくり」中心の戦略なき広報活動で
は、情報を受け取ったステークホルダーからすぐに忘れ去られてしまう。

同書は、「広報に求められる戦略思考」「戦略的広報活動に必要な８つの力」「ソー
シャルバリュー」「インターナルブランディング」「顧客エンゲージメント」「インフ
ルエンサーを通じた若年層との関係づくり」「部門横断で実践する『価値づくり』
広報」「企業が広報力を高めるために」の８章で構成され、各章において企業の事
例やキーパーソンのインタビューを交えながら実践的な「価値づくり」広報を紹
介している。� k

（国内広報部主任研究員　大藤由貴）
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